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今
年
の
大
い
な
る
楽
し
み
の
１
つ
は
、
6
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る「
黒
部
宇
奈
月
キ
ャ
ニ
オ
ン
ル
ー
ト
」

の
一
般
公
開
だ
。
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
6
月
、

20
年
の
歳
月
を
か
け
て
開
通
し
た
“
雪
の
大
谷
”
で

有
名
な
「
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
」
か
ら
半
世

紀
で
あ
る
。

「
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
」
が
北
ア
ル
プ
ス
の

雄
大
な
山
岳
景
観
を
楽
し
む
観
光
（
サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン

グ
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
黒
部
宇
奈
月
キ
ャ
ニ
オ

ン
ル
ー
ト
」
は
国
土
開
発
の
た
め
の
水
力
発
電
や
ダ
ム

建
設
の
歴
史
な
ど
を
実
体
験
で
き
る
文
化
的
な
観
光

の
色
彩
が
強
い
。
様
々
な
要
素
を
併
せ
持
つ
今
日
的

な
観
光
の
姿
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
明
と
暗
、
対
照

的
な
2
つ
の
国
際
観
光
ル
ー
ト
が
つ
い
に
誕
生
す
る
。

新
た
な
ル
ー
ト
は
、
宇
奈
月
温
泉
か
ら
始
ま
る
黒

部
峡
谷
鉄
道
の
終
点
・
欅
平
（
け
や
き
だ
い
ら
）
と

黒
部
ダ
ム
を
結
ぶ
約
18
㎞
の
ル
ー
ト
で
、
か
つ
て
日

本
電
力
㈱
や
関
西
電
力
㈱
が
工
事
用
ル
ー
ト
と
し
て

整
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
も
現
役
で
使
用
さ

れ
て
い
る
。
２
０
１
８
年
、
富
山
県
と
関
西
電
力
㈱

と
の
間
で
締
結
さ
れ
た「
黒
部
ル
ー
ト
の
一
般
開
放
・

旅
行
商
品
化
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
徹
底
し

た
安
全
対
策
工
事
が
な
さ
れ
た
。
両
者
の
努
力
の
賜

物
と
い
え
る
。

秘
境
と
い
わ
れ
た
黒
部
渓
谷
で
初
め
て
電
源
開
発

の
調
査
が
行
わ
れ
た
の
が
１
９
１
７
（
大
正
6
）
年
。

最
大
の
難
工
事
と
い
わ
れ
た
黒
部
川
第
三
発
電
所
と

仙
人
谷
ダ
ム
の
建
設
は
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
に

始
ま
っ
た
。
吉
村
昭
の
小
説
「
高
熱
隧
道
」
に
描
か

れ
た
作
業
員
に
冷
水
を
か
け
な
が
ら
昼
夜
交
代
で
掘

り
進
め
る
工
事
な
ど
に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
負
の
歴
史
も
含
め
て
ト
ロ
ッ
コ

や
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
な
ど
を
乗
り
継
ぎ
、
自
ら
の
五
感

で
体
験
で
き
る
こ
と
が
こ
の
コ
ー
ス
の
魅
力
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
関
西
電
力
が「
黒
部
ル
ー
ト
見
学
会
」

と
し
て
年
間
1
、
０
０
０
名
ほ
ど
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
私
も
10
年
以
上
前
に
土
木
工
学
の
先
生
方
と
見

学
し
た
こ
と
が
あ
る
。
第
三
発
電
所
で
美
味
し
い
お

弁
当
を
頂
い
た
こ
と
や
途
中
の
横
坑
か
ら
新
田
次
郎

の
小
説
で
映
画
の
舞
台
と
も
な
っ
た
剱
岳
が
展
望
で

き
た
こ
と
は
感
動
だ
っ
た
。

今
回
の
観
光
ル
ー
ト
の
新
し
さ
は
、キ
ャ
リ
ン
グ
・

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
（C

arrying C
apacity

）
＝
環

境
容
量
の
概
念
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
だ
。
保
護
と

利
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
の
適
正
な
「
入
込
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
こ
そ
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
あ
る
。
初
年
度
は
旅
行
会
社
の
添
乗
員
な
ど
を

含
め
最
大
8
、
１
８
０
人
（
年
間
１
０
、０
０
０
人

程
度
）。
一
方
で
地
域
へ
の
経
済
的
な
裨
益
も
重
要

で
、
宇
奈
月
温
泉
や
立
山
の
室
堂
な
ど
で
の
宿
泊
商

品
も
販
売
さ
れ
る
。
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
観
光
復

興
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

電源開発の歴史を感じさせるインクライン（写真提供 富山県）

写真キャプション

黒部川第四発電所建設に必要な資
機材等を輸送するために敷設さ
れ、昭和34年に完成した昇降式
の輸送装置「インクライン」。長
さ815m、斜度34度の急傾斜を
20分かけて移動する。この他、
キャニオンルート内にある「高熱
隧道」の区間の岩盤温度は、掘削
当時、触れただけで火傷を起こす
ほどに上昇し、ダイナマイトの自
然発火を招くなど工事は困難を極
めたという。

新
た
な
国
際
観
光
ル
ー
ト
の
誕
生

　
〜「
黒
部
宇
奈
月
キ
ャ
ニ
オ
ン
ル
ー
ト
」
始
動

國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授

梅う
め

川か
わ 

智と
も

也や

政

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

地
域
の
経
済
・
社
会
へ
目
を
向
け
た
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
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の
推
進

�

内
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民
間
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金
等
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村
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１１
．
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

．
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
ＩＩ
の
現
状

の
現
状

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※
）
は
、
公
共
施

設
等
の
整
備
・
運
営
に
民
間
の
資
金
や
創

意
工
夫
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
で
良
好
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
す
る
手
法
で
す
。

今
後
、
人
口
減
少
に
伴
う
厳
し
い
財
政

状
況
や
行
政
職
員
の
減
少
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
を
迎
え
て
い
く
中
で
、
持
続
可
能

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
は
、
従
来
手
法
だ
け
で
な
く
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
適
切
な
手
法
を
選
択
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

一
方
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施
状
況
は

団
体
の
規
模
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま

す
（
図
１
）。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
次

の
よ
う
な
懸
念
の
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。

○�

規
模
の
大
き
な
ハ
コ
モ
ノ
だ
け
を
対

象
と
し
た
手
法
で
あ
る

○�

ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
都
会
の
大
企
業
で

な
い
と
受
注
で
き
ず
、
地
元
企
業
の

受
注
機
会
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う

○�

従
来
手
法
と
比
較
し
て
、
専
門
知
識

や
検
討
期
間
が
必
要
で
あ
り
、
大
都

市
の
よ
う
な
組
織
の
大
き
い
自
治
体

で
な
い
と
実
施
で
き
な
い

本
稿
で
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
令
和
５
年
改
定
版
）

に
お
い
て
示
し
た
「
ロ
ー
カ
ル
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」

と
い
う
考
え
方
に
触
れ
な
が
ら
、
町
村
で

の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
導
入
事
例
を
紹
介
す
る

こ
と
で
、
こ
う
し
た
懸
念
の
解
消
を
図
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
と
っ

て
よ
り
良
い
事
業
手
法
の
選
択
肢
の
１
つ

と
し
て
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

※�P
ublic P

rivate P
artnership

（
官
民
連
携
）

/P
rivate Finance Initiative

（
民
間
資
金

等
活
用
）
の
略
で
あ
り
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
「
民

間
資
金
等
の
活
用
に
公
共
施
設
等
の
整
備
等

の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
）」
に
基

づ
き
実
施
さ
れ
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
。

２２
．「
ロ
ー
カ
ル
Ｐ
Ｆ

．「
ロ
ー
カ
ル
Ｐ
Ｆ
ＩＩ
」
の
考
え
方

」
の
考
え
方

「
ロ
ー
カ
ル
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
は
、
指
定
管
理

者
制
度
や
包
括
民
間
委
託
と
い
っ
た
Ｐ
Ｐ

Ｐ
も
含
ま
れ
、
案
件
形
成
、
事
業
者
選
定
、

契
約
履
行
等
の
一
連
の
過
程
を
通
じ
て
、

地
域
経
済
・
社
会
に
よ
り
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
す
こ
と
を
志
向
す
る
コ
ン
セ

プ
ト
で
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
過
程
で
、

地
域
経
済
・
社
会
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

す
多
様
な
効
果
を
捉
え
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
（
図
２
）。

①
案
件
形
成
時

・�

地
域
経
済
・
社
会
に
対
し
て
期
待
す

る
多
様
な
効
果
の
把
握
、
整
理

②
事
業
者
選
定
時

・�

効
果
に
対
応
し
た
評
価
軸
や
評
価
指

標
の
設
定

・�

評
価
項
目
に
関
す
る
事
業
者
と
の

対
話

③
契
約
履
行
時

・�

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
の
設
定

・�

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
、
効
果
測
定

こ
れ
ら
に
よ
り
、
財
政
負
担
の
削
減

や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
と
い
っ
た
効

果
に
つ
い
て
、「
Ｖ
Ｆ
Ｍ
」（V

alue for 

M
oney

）
に
よ
り
評
価
を
行
う
だ
け
で
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な
く
、
そ
の
他
の
多
様
な
効
果
に
つ
い
て

も
評
価
軸
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
で
、

事
業
者
の
提
案
内
容
へ
の
反
映
や
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
地
域
経
済
・
社
会
へ
の
多
様
な

メ
リ
ッ
ト
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
地
域

課
題
を
も
と
に
「
コ
ア
と
な
る
効
果
」
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
事
業
化
ア
イ
デ
ア

の
深
掘
り
に
よ
り
「
副
次
的
効
果
」
の
イ

メ
ー
ジ
を
固
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
（
図
３
）。

内
閣
府
民
間
資
金
等
活
用

事
業
推
進
室
（
以
下
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
室
」
と
い
う
。）

の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
こ
れ
ら
の
多
様

な
効
果
に
つ
い
て
、
事
務
の
参

考
と
な
る
よ
う
な
手
引
・
事
例

集
も
公
開
を
し
て
い
ま
す
。

★�

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の

多
様
な
効
果
に
関
す
る
手

引
・
事
例
集

https://w
w
w
8.cao.go.jp/pfi/pfi_

jo
u
h
o
u
/jireish

u
u
/jireish

u
u
_

index.htm
l

３３
．．��

能能の
う
の
う

津津づづ

地
区
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

地
区
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

整
備
事
業
（
高
知
県

整
備
事
業
（
高
知
県
日日ひひ

高高だ
か
だ
か

村村む
ら
む
ら

））

高
知
県
の
仁
淀
川
の
流
域
に
位
置
す
る

日
高
村
で
は
、
深
刻
な
高
齢
化
や
人
口
減

少
へ
の
対
策
と
し
て
、
地
域
優
良
賃
貸
住

宅
の
整
備
事
業
を
、
地
域
企
業
が
代
表
企

業
と
な
り
実
施
し
ま
し
た
（
図
４
）。

日
高
村
は
、
財
政
負
担
の
平
準
化
を
主

た
る
目
的
と
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
選
択

し
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
強
み
で
あ

る
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
べ
く
、
要

求
水
準
を
柔
軟
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
次

の
よ
う
な
効
果
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

・�

コ
ス
ト
面
で
優
位
な

集
合
住
宅
で
は
な

く
、
子
育
て
世
帯
が

住
み
や
す
い
戸
建
て

で
の
整
備

・�

村
が
想
定
す
る
水
準

を
超
え
た
住
宅
性

能
や
設
備
の
導
入

そ
の
結
果
、
全
て
の
住

宅
に
村
外
か
ら
移
住
が
あ

り
、
児
童
が
10
人
増
え
る

と
い
う
波
及
効
果
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
日
高
村
で
は
初
め
て
の
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
で
あ
っ
た
た
め
、
次
の
よ
う
な
改

善
点
も
見
つ
か
っ
た
そ
う
で
す
。

・�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
に
よ

る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有�

�

（
担
当
課
の
み
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
集
中

し
て
し
ま
う
こ
と
の
防
止
）

・��

丁
寧
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施�

�

（
定
期
的
に
事
業
者
と
意
見
交
換
し
、

住
民
の
声
に
対
応
）

日
高
村
で
は
、
本
事
業
の
経
験
を
踏
ま

え
、
住
宅
だ
け
で
な
く
様
々
な
分
野
に
お

い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
活
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
担
当
者
の
声
★

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
用
い
た
住
宅
の
整

備
事
業
は
本
村
で
は
初
め
て
の
試
み

で
あ
り
、
近
隣
自
治
体
や
県
等
、
多

く
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

な
が
ら
事
業
を
推
進
し
、
村
外
か
ら

多
く
の
方
に
移
住
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、

今
後
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
検

討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

▼図３　地域経済・社会への効果の考え方
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財政負担の削減 （PFI事業実施による）その他の効果

関連する政策目標・上位計画を整理

特定事業選定

公募要項公表

提案評価

契約条件調整

モニタリング

官民対話

実施方針策定

優先的検討

予定額に基づくVFM算定

契約金額に基づくVFM算定

実際のコストに基づくVFM算定

解決したい課題に基づく評価軸や評価の着眼
点を設定

課題解決に効果を発揮する評価項目を整理
（「ローカルＰＦＩ」を標榜）

事業者視点からの評価項目の適正性につい
て意見聴取

評価項目ごとの評価指標を具体化し、事業者
からの提案内容を評価

提案時に事業者が示した目標値等の適合性
確認やモニタリング指標の協議

実施方針時から一貫した評価軸によるモニタ
リング指標を用いることでPFIの効果を測定※

多様な効果の有無を把握費用総額の比較

※モニタリング指標は、事業期間中の事情の変更等により、適宜修正が行われることが想定される。

案件形成時

事業者選定時

契約履行時

▼図２　ローカル PFI における各過程での多様な効果の捉え方
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４４
．．��

函函か
ん
か
ん

南南な
み
な
み

町町ち
ょ
う

ち
ょ
う

「
道
の
駅
・
川
の
駅
」

「
道
の
駅
・
川
の
駅
」

Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
ＩＩ
事
業
事
業

静
岡
県
の
東
部
、
伊
豆
半
島
の
入
口
に

位
置
す
る
函
南
町
で
は
、
伊
豆
縦
貫
自
動

車
道
（
東
駿
河
湾
環
状
道
路
）
の
開
通
に

併
せ
た
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
本
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
（
図
５
）。

函
南
町
で
は
、
２
０
１
４
年
に
函
南
塚

本
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
、
地
域
活
性
化
、
観
光

振
興
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方

で
、
観
光
客
が
町
を
素
通
り
し
て
し
ま
う

こ
と
を
問
題
視
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
居
住
人
口
の
増
加
が
期
待
で
き

な
い
中
で
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
す

た
め
に
は
、
道
の
駅
の
整
備
は
函
南
町
の

発
展
に
必
要
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
函
南
町
自
身
が
収

益
事
業
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
な
い
こ
と

か
ら
、観
光
情
報
発
信
機
能
を
備
え
た「
道

の
駅
」
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
用
い

て
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
来
訪
者
の
増
加
に
よ
る
賑

わ
い
創
出
だ
け
で
な
く
、
隣
接
地
に
民
間

企
業
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
進
出
し
、
利
用

者
及
び
売
上
が
４
～
５
割
増
加
す
る
な

ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
代
表
企
業
と
な
っ
た
地
域
企
業

が
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
地
域
産
品
の
販
路
開
拓
や
約
90
人
の

雇
用
を
創
出
す
る
と
い
う
多
様
な
効
果
も

生
み
出
し
て
い
ま
す
。

５５
．．��

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
ＩＩ
推
進
に
向
け

推
進
に
向
け

た
支
援
策

た
支
援
策

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
室
で
は
、
地
方

公
共
団
体
等
が
実
施
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
推
進
に
資
す
る
具
体
的
な
案
件
や

取
組
に
対
し
、
事
業
の
段
階
に
応
じ
た
切

れ
目
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
（
図

６
）。今

回
は
、
そ
の
中
で
も
、
事
業
構
想
な

ど
事
業
の
上
流
段
階
に
お
い
て
特
に
役
立

つ
と
考
え
ら
れ
る
支
援
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

★
担
当
者
の
声
★

道
の
駅
の
よ
う
な
集
客
施
設
の
建

設
に
あ
た
っ
て
は
、
需
要
予
測
を

し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

公
共
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の

メ
リ
ッ
ト
で
す
。

能津地区地域優良賃貸住宅整備事業
地域が抱えていた課題

• 日高村では、「第6次高知県日高村総合振興計画」において、「誇りの持てる日高村の創造と持続可能な日高村の実
現」を基本理念に掲げ、令和12年度における人口目標を4,500人と設定していた。

• 事業を行う能津地区は、村内でも特に高齢化率が高く、人口減少に対する危機感が非常に高かった。

事 業 主 体 高知県日高村
人 口 4,893人（令和５年10月末時点）
事 業 方 式 PFI（BTO）、混合型
事 業 期 間 30年（維持管理・運営 29年）
施 設 規 模 敷地面積 2,145㎡
契 約 金 額 約3億円（税込）

施 設 概 要
子育て世帯等家族向け住宅（７戸）、駐
車場、駐輪場、コミュニティースペース、
道路等周辺インフラ設備

S P C の
構 成 企 業

代表企業 田中建設㈱

構成企業
㈱ライト岡田設計、㈱日東商
事、澁谷食品㈱、高知PFIマ
ネージメント㈱

事 業 経 緯

令和３年７月
令和３年９月
令和４年５月
令和４年５月
令和５年７月

実施方針等の公表
入札説明書等の公表
落札者の決定
契約締結
供用開始

事業の概要 PFI導入の効果

歳出削減 契約時 約10％

移住者数 計23名（就学児1名、未就学児9名）
→全員が村外からの転入

入 居 者
目線での
施設整備

直轄事業の場合、集合住宅を想定
→民間提案により戸建てとなり、ガス・電気は村
の想定よりも性能の高い設備を導入

→令和５年７月に入居を開始し、１０月に満室
にぎわい
創 出

SPCが主導となり、地域の方を含めた交流イベン
ト（バーベキューなど）を実施

地域経済
活 性 化

代表企業及び構成企業の一部が村内企業
受注金額のうち８割程度は村内企業へ

地域雇用
創 出 県外からの移住者は、近隣自治体の企業に就労

※（左）イメージ図　（右）上空写真

2024年（令和 6年） 2月12日　4第3269号

政　策

▶
図
４　

高
知
県
日
高
村
の
事
業
概
要
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導入可能性
調査

PPP/PFI手続
（PFI法に基づく手続）

事業
実施

基本
構想

高度専門家による課題検討支援
コンセッション事業、収益型事業、指標連
動方式を活用した事業等の実施を検討
している地方公共団体等に対し、法律、
会計、税務、金融等の高度な専門的知
識を有する専門家による助言や情報提
供等の支援を実施

PPP/PFI手法導入の優先的検討

地域プラットフォーム形成支援
地域におけるPPP/PFI案件の形成能力の向上を
図るため、行政、金融機関、企業等の関係者が集
い、ノウハウの習得や情報の交換等を容易にする場
（地域プラットフォーム）の立上げや運営を支援

②優先的検討規程運用支援
PPP/PFI手法の適用を従来手法に優先して検
討する規程を策定・運用して、実際の事業を進
捗させようという段階を支援

民間資金等活用事業調査費補助
（令和５年度補正予算）
所管省庁が複数にまたがる等の要件を満た
す事業に係る導入可能性調査費やデュー
ディリジェンスの費用を定額補助。

協定プラットフォームを活用した
案件形成支援
地域プラットフォーム協定制度の協定先となって
いる地域プラットフォームを活用してサウンディン
グなどを行うPPP/PFI案件の形成を支援

①PPP/PFI専門家派遣・
行政実務専門家派遣

PPP/PFI事業に取り組む地方公共団体等を
支援するため、専門的知見、ノウハウ、経験を
持つ専門家を派遣

基本
計画

※図中の番号は、本文と対応

函南町「道の駅・川の駅」PFI事業
地域が抱えていた課題

• 函南町では、2014年に函南塚本ICが開通し、地域活性化、観光振興を図ることが期待される一方で、観光客が町を
素通りしていく可能性を問題視していた。

• また、居住人口の増加が期待できない中で、交流人口の増加が必要とされ、道の駅の整備は町の発展に必要と位置
づけられていた。

事 業 主 体 静岡県函南町
人 口 36,668人（令和5年11月末時点）
事 業 方 式 PFI（BTO）、混合型
事 業 期 間 16年5か月（維持管理・運営 15年）
施 設 規 模 敷地面積 13,280㎡
契 約 金 額 約24億円（税込）

施 設 概 要
観光情報案内施設（交通安全情報施設と
併設）、物産販売所（直売所等）、飲食
施設、交流施設（会議室）、イベント広
場、自動販売機

S P C の
構 成 企 業

代表企業 加和太建設㈱
構成企業 ㈱日総建、㈱ＪＭ、㈱長大

協 力 会 社 川田建設㈱静岡営業所

事 業 経 緯

平成26年８月
平成26年11月
平成27年３月
平成27年11月
平成29年５月

実施方針等の公表
入札説明書等の公表
落札者の決定
契約締結
供用開始

事業の概要 PFI導入の効果

歳出削減 契約時 約8.9％（契約金額 約24億円）

利用者数 当初想定 69万人/年
→実績 175万人/年（R4）

にぎわい
創 出

県外の利用者数割合が高い
（県外45％、県内44％、町内11％）

地域経済
活 性 化

地域企業が代表企業となり地域ネットワーク活用
町内事業所16者、個人46人が農産品を出荷

地域雇用
創 出

約90人の雇用機会を創出
道の駅の雇用の約４割が町在住者

経済波及
効 果

隣接地に明太子メーカーのテーマパークが整備さ
れたことにより、集客面での相乗効果が生じ、
利用者・売上げが４～５割増加

※（左）外観写真　（右）上空写真
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支
援
施
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①�

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
専
門
家
派
遣
・
行
政

実
務
専
門
家
派
遣

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
専
門
家
派
遣
・
行
政

実
務
専
門
家
派
遣
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
等
を
支

援
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
等
の
申
込

み
内
容
に
応
じ
て
専
門
的
知
見
を
も
つ
専

門
家
や
実
務
経
験
の
あ
る
公
務
員
を
派
遣

す
る
支
援
策
で
す
。

本
支
援
に
よ
る
派
遣
要
請
の
多
く
は

「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
の
概
要
」
や
「
庁

内
検
討
の
方
法
」
等
の
初
期
検
討
に
関
す

る
相
談
で
す
が
、
既
に
事
業
化
さ
れ
た
個

別
事
業
に
関
す
る
相
談
に
対
し
て
専
門
家

を
派
遣
し
た
実
績
も
あ
り
ま
す
。

本
支
援
は
時
期
を
問
わ
ず
通
年
で
募
集

し
て
お
り
、
派
遣
費
用
（
謝
金
、
旅
費
）

は
当
室
が
負
担
す
る
こ
と
か
ら
も
、
多
く

の
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
活
用
し
や
す

い
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
優
先
的
検
討
規
程
運
用
支
援

優
先
的
検
討
規
程
と
は
、
実
施
し
た
い

公
共
事
業
に
つ
い
て
、
従
来
手
法
に
優
先

し
て
効
率
的
・
効
果
的
な
実
施
手
法
（
Ｐ

Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
）
が
な
い
か
検
討
す
る

こ
と
を
原
則
と
定
め
る
規
程
で
す
。

こ
の
規
程
の
策
定
と
、
規
程
を
運
用
し

て
具
体
の
事
業
を
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

で
進
捗
さ
せ
る
過
程
に
対
し
、
当
室
職
員

及
び
内
閣
府
が
委
託
し
て
派
遣
す
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
助
言
や
情
報
提
供
等
に
よ

り
支
援
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
２
点
を
含
む
当
室
の
支
援
に

関
す
る
概
要
及
び
申
込
方
法
等
に
つ

い
て
は
、
以
下
Ｕ
Ｒ
Ｌ
も
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
支
援
制
度
だ
け
で
な

く
、
都
道
府
県
等
で
設
け
ら
れ
て
い
る
地

域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
ご
活
用
い
た
だ

く
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は
、
地
方

公
共
団
体
を
始
め
地
域
の
関
係
者
の
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
対
す
る
理
解
度
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
案
件
形
成
を
促
進
す
る
た

め
、
行
政
、
金
融
機
関
、
企
業
、
大
学
等

の
関
係
者
が
集
い
情
報
交
換
等
を
行
う
場

で
す
。

地
方
公
共
団
体
の
職
員
だ
け
で
な
く
、

地
域
企
業
や
金
融
機
関
の
方
に
と
っ

て
も
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
関
す
る
有

益
な
情
報
を
得
ら
れ
る
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
当
室
に
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

全
般
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
か
ら

の
相
談
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
初
め
て
導
入
す
る
場

合
、
ど
う
し
て
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
支
援
制
度

も
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
最
初
の
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

★
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
室
の
支
援

h
ttp
s://w

w
w
8.ca

o
.g
o
.jp
/p
fi/

shien/shien_index.htm
l

 ★
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

h
ttp
s://fo

rm
.ca
o
.g
o
.jp
/p
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直
木
三
十
五（
な
お
き
さ
ん
じ
ゅ
う
ご
）

そ
の
名
は
、「
直
木
賞
」
と
い
う
文
学
賞

に
刻
ま
れ
て
い
る
。
賞
の
名
を
知
ら
な
い
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
直
木
三
十

五
の
作
品
を
知
る
人
は
極
め
て
少
な
い
こ
と

だ
ろ
う
。
本
名
は
植
村
宗
一
。
筆
名
の
直
木

は
、
植
の
字
を
二
分
し
た
も
の
で
、
31
歳
の

時
に
「
三
十
一
」
と
名
乗
り
、
１
年
ご
と
に

数
字
を
増
や
し
て
改
名
し
、「
三
十
五
」
で

定
着
さ
せ
た
。

大
阪
市
生
ま
れ
。早
稲
田
大
学
を
中
退
後
、

出
版
関
係
の
仕
事
を
転
々
と
し
た
。
小
説
、

評
論
、脚
本
な
ど
数
多
く
の
作
品
を
書
い
た
。

代
表
作
は
幕
末
の
薩
摩
藩
の
お
家
騒
動
を
描

い
た『
南
国
太
平
記
』。映
画
製
作
も
手
掛
け
、

借
金
を
重
ね
、
家
賃
を
滞
納
す
る
ほ
ど
破

天
荒
な
生
活
ぶ
り
だ
っ
た
。
亡
く
な
っ
た

の
は
１
９
３
４
年
2
月
24
日
、
43
歳
だ
っ

た
。
翌
年
、
菊
池
寛
に
よ
っ
て
直
木
賞
が

創
設
さ
れ
た
。

季
節
に
拾
う
・

季
節
に
拾
う
・

　
新
歳
時
記
（

　
新
歳
時
記
（
22
月
）
月
）

小
　
牧
　
規
　
子

小
　
牧
　
規
　
子  

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

【
記
事
の
訂
正
に
つ
い
て
】

　
町
村
週
報
３
２
６
７
号
の
コ
ラ
ム「
我

が
町
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
、
後
世
へ
繋
ぐ
」

の
記
事
の
中
で
、「
南
阿
蘇
町
」
と
の
記

載
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
南
阿
蘇
村
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

2024年（令和 6年） 2月12日　6第3269号

政　策

お
問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府 
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推

進
室

電
話
：
０
３

―

６
２
５
７

―

１
６
５
５
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村
の
概
要

南
箕
輪
村
は
、長
野
県
の
南
部
に
位
置
し
、

西
に
中
央
ア
ル
プ
ス
、
東
に
南
ア
ル
プ
ス
を

望
む
、
伊
那
谷
の
中
で
最
も
広
い
平
地
の
中

心
に
あ
り
ま
す
。
自
然
も
豊
か
で
四
季
の
変

化
に
富
ん
で
い
ま
す
。

他
の
特
徴
と
し
て
は
、
中
央
自
動
車
道
伊

那
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
、
東
京
圏
か

ら
は
２
時
間
30
分
、
中
京
圏
か
ら
は
２
時
間

程
度
の
距
離
で
、
立
地
条
件
に
大
変
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
、
小
学
校
が
２
校
、
中
学
校
が

１
校
、
県
立
の
農
業
高
校
、
県
立
の
工
科
短

大
、
国
立
大
学
農
学
部
、
大
学
院
ま
で
の
教

育
機
関
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

村
の
面
積
は
40
・
99
㎢
で
す
が
、
そ
の
半

分
の
21
㎢
が
経
ヶ
岳
と
い
う
山
岳
を
含
む
森

林
地
帯
の
飛
び
地
で
人
口
は
ゼ
ロ
と
い
う
、

全
国
的
に
も
類
を
見
な
い
形
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

村
に
は
大
芝
高
原
と
い
う
平
地
林
が
あ

り
、
年
間
を
通
じ
て
住
民
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
８
年
に
南
箕
輪
村
と
し
て
誕
生
し
て

以
来
合
併
も
分
離
も
な
く
今
日
に
至
り
、
令

和
７
年
に
は
村
政
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
平
成
の
大
合
併
で
は
合
併
の
是
非
に
対

し
て
住
民
投
票
を
実
施
し
、村
民
の
65
％（
約

▲夏の経ヶ岳

▲村政150周年記念ロゴ

長野県

南箕輪村

南み
な
み

箕み
の

輪わ

村む
ら

長
野
県

人
口
が
増
え
続
け
る
謎
の
村

7　2024年（令和 6年） 2月12日 第3269号

フォーラム
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７
割
）
が
合
併
に
反
対
し
た
、
と
い
う
経
過

が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
１
日
時
点
の
人
口
は
、
１

６
、
０
６
３
人
で
、
村
が
誕
生
し
て
以
来
一

貫
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
は

23
・
９
％
、年
少
人
口
比
率
は
15
・
４
％
、生

産
年
齢
人
口
比
率
は
60
・
７
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

南
箕
輪
村
の
子
育
て
支
援
施
策

平
成
17
年
当
時
、
村
は
、
人
口
減
少
時
代

の
到
来
を
目
前
に
し
、
自
立
を
選
択
し
た
村

と
し
て
、
人
口
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
村

の
存
続
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
人
口
増
加
の
た
め
に
は
子
育
て
に
優

し
い
村
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

「
働
く
母
親
が
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
ら
れ
る
環
境
の
充
実
」
が
と
り
わ
け
重

要
で
あ
る
と
考
え
、当
時
の
村
長
が「
日
本
一

の
子
育
て
村
」
に
し
よ
う
と
、
子
育
て
支
援

に
力
を
入
れ
始
め
ま
し
た
。
た
だ
当
時
は
、

人
口
増
加
に
伴
う
子
ど
も
の
施
設
整
備
等
に

対
し
て
の
国
の
支
援
が
全
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
な
く
、財
源
の
確
保
に
苦
労
し
ま
し
た
。

子
育
て
に
優
し
い
村
づ
く
り　

 

①
財
政
的
な
支
援

子
育
て
に
係
る
財
政
的
な
支
援
の
１
つ
目

は
、
保
育
料
の
引
き
下
げ
で
す
。
平
成
17
年

度
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、
合
計
７
回
の
引
き
下

げ
を
行
い
ま
し
た
。

２
つ
目
の
支
援
は
、
福
祉
医
療
費
の
支
給

対
象
者
の
拡
大
で
す
。
平
成
17
年
度
ま
で
は

対
象
年
齢
が
未
就
学
児
で
あ
っ
た
も
の
を
、

平
成
18
年
度
か
ら
段
階
的
に
拡
大
し
、
平
成

25
年
度
か
ら
は
高
校
３
年
生
ま
で
と
し
ま

し
た
。

こ
の
頃
か
ら
「
子
育
て
を
す
る
な
ら
南
箕

輪
村
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
近

隣
市
町
村
に
も
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
に
は
現
物
給
付
化
、
令
和
４

年
度
か
ら
は
窓
口
で
の
負
担
を
な
く
し
、
完

全
無
料
化
と
し
ま
し
た
。

子
育
て
に
優
し
い 

村
づ
く
り　

 

②
環
境
づ
く
り

平
成
17
年
度
に
、
子
育
て

の
相
談
や
親
子
の
交
流
を
目

的
と
し
た
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
「
す
く
す
く
は

う
す
」
を
建
設
し
ま
し
た
。

南
箕
輪
村
に
は
５
つ
の
公

立
の
保
育
園
が
あ
り
、
待
機

児
童
は
い
ま
せ
ん
。

平
成
24
年
度
に
は
、「
村

の
子
ど
も
は
村
で
育
て
る
」

と
い
う
信
念
の
も
と
、
そ
れ

ま
で
近
隣
自
治
体
に
通
園
し

て
い
た
発
達
障
が
い
傾
向
の

子
ど
も
達
の
た
め
、
６
番
目

の
保
育
園
と
位
置
づ
け
た
療

育
施
設
「
た
け
の
こ
園
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
29
年
７
月
に
は
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
と
成
長
段
階
に
合

わ
せ
た
相
談
・
子
育
て
支
援
を
図
る
た
め
、

隣
接
の
伊
那
市
、
箕
輪
町
と
構
成
し
て
い
る

伊
那
地
域
定
住
自
立
圏
事
業
に
位
置
づ
け
、

「
こ
ど
も
館
」
を
建
設
し
、
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

子
育
て
に
優
し
い
村
づ
く
り　

 

③
相
談
体
制
の
充
実

平
成
22
年
度
に
、「
子
育
て
教
育
相
談
室
」

を
設
置
し
、
そ
れ
ま
で
、
村
長
部
局
の
福
祉

部
門
が
受
け
て
い
た
未
就
学
児
の
家
庭
児
童

相
談
と
、
教
育
委
員
会
が
受
け
て
い
た
小
学

生
以
上
の
教
育
相
談
の
窓
口
を
一
元
化
し
ま

し
た
。
保
健
師
や
保
育
士
、
教
員
の
資
格
を

持
っ
た
職
員
が
、
発
達
障
が
い
や
不
登
校
、

い
じ
め
の
相
談
に
、
親
身
に
な
っ
て
対
応
し

て
き
ま
し
た
。

他
に
も
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
「
女
性
の

た
め
の
再
就
職
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
６
年

間
は
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
、
令
和
４
年

度
か
ら
は
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
を
活

明明治治８８年年２２月月１１８８日日
南南箕箕輪輪村村誕誕生生
人人口口２２，，３３３３３３人人

明治２２年４月１日
初代村長穂高孫三郎就任
人口２，７２８人

昭和５０年
誕生１００周年
人口７，６６４人

昭昭和和５５１１年年
人人口口８８，，００００００人人達達成成
中中央央道道駒駒ケケ根根～～伊伊北北開開通通

昭昭和和６６００年年１１２２月月２２３３日日
人人口口１１００，，００００００人人達達成成

平平成成７７年年２２月月１１日日
人人口口１１２２，，００００００人人達達成成

平成１６年
平成の大合併のさなか自立を選択
人口１４，０３７人

平平成成２２５５年年９９月月３３００日日
人人口口１１５５，，００００００人人達達成成

（人）

人口の推移

令和５年１月１日現在
人口１６，０１０人

⼈⼝ 16,063⼈
（2023年10⽉１⽇現在）

明治８年
（1875年）

明治22年（1889年）

昭和42年
（1967年）

昭和50年
（1975年）

昭和55年
（1980年）

昭和60年
（1985年）

平成２年
（1990年）

平成７年
（1995年）

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

令和２年
（2020年）

移住者の割合は73.3％︕
第2次南箕輪村地域福祉計画（令和４年３⽉策定）
アンケート結果による

令令和和４４年年９９月月１１７７日日
人人口口１１６６，，００００００人人達達成成

すくすくはうす

平成17年開所
乳幼児やその保護者の交流の場です。
子育てアドバイザーが子育ての相談に
応じています。

▲ �すくすくはうす（乳幼児
やその保護者の交流の場
です。子育てアドバイザ
ーが子育ての相談に応じ
ています。）

療育施設 たけのこ園

平成24年開園
心身の発達に何らかの支援が必要な
未就学児に、専門職が適切な支援を
行う「６番目の保育園」です。

村内に６つの保育園

▲ �たけのこ園（心身の発達
に何らかの支援が必要な
未就学児に、専門職が適
切な支援を行う「６番目
の保育園」です。）
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用
し
、
箕
輪
町
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
「
こ
ど
も
館
」

に
設
置
し
、子
育
て
支
援
と
複
合
し
た
形
で
、

女
性
の
就
業
に
か
か
る
一
連
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
業
開
始
の
平
成
28
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
の
７
年
間
で
３
０
１
人
の
再
就

職
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
順
調

に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
優
し
い
村
づ
く
り　

 

④
そ
の
他

令
和
２
年
度
か
ら
小
中
学
校
給
食
に
、
令

和
５
年
度
か
ら
は
保
育
園
給
食
に
、
村
の
特

別
栽
培
米
「
風
の
村
米
だ
よ
り
」
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
こ
の
米
は
、
減
農
薬
、
無
化
学

肥
料
で
栽
培
さ
れ
、
し
か
も
美
味
し
く
栄
養

価
の
高
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
品
種
で
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
小
学
校
の
体

育
専
科
教
員
を
村
職
員
と
し
て
採
用
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
母
子
保

健
、
子
育
て
支
援
、
学
校
教
育
と
そ
れ
ぞ
れ

分
散
し
て
い
た
子
ど
も
に
関
す
る
窓
口
を
一

元
化
す
る
予
定
で
す
。

子
育
て
に
優
し
い
ば
か
り
で
は
な
い

「
子
育
て
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
南
箕
輪

村
で
す
が
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
も
優
し

い
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
車
い
す
の
方
も

そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
福
祉
車
両
を
使
い
、

買
い
物
、
医
療
機
関
な
ど
へ
送
迎
す
る
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
と
も
に
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
往
復
で
月
４
回
ま
で
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
（
年
間
保
険
料
が
１
、
０
０
０

円
必
要
で
す
）。

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
に
は
、
介
護
度

に
応
じ
て
介
護
慰
労
金
を
給
付
し
て
い
ま

す
。ア

パ
ー
ト
等
に
１
人
で
暮
ら
す
障
が
い
者

に
、
家
賃
を
補
助
し
て
い
ま
す
（
月
額
上
限

１
万
円
）。

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
複
雑
・
多
様
化
し

て
い
る
事
例
や
組
織
横
断
的
な
事
例
に
対
応

す
る
た
め
、
福
祉
の
窓
口
を
一
元
化
す
る
予

定
で
す
。

な
ぜ
人
口
が
増
え
た
の
か

人
口
が
増
え
て
い
く
に
は
、
転
入
者
数
が

多
い
こ
と
、
出
生
者
数
が
多
い
こ
と
が
必
要

で
す
。

南
箕
輪
村
の
場
合
は
、
宅
地
の
価
格
が
近

隣
自
治
体
に
比
べ
低
く
住
宅
を
持
ち
や
す
い

こ
と
、
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
、
子
育
て

の
た
め
の
施
設
整
備
や
ソ
フ
ト
事
業
を
充
実

し
て
き
た
こ
と
、
交
通
の
利
便
性
や
平
坦
な

地
形
な
ど
の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、「
子
ど
も
を
育
て
る
な
ら
、

南
箕
輪
村
が
良
い
ら
し
い
よ
」
と
い
っ
た
ク

チ
コ
ミ
が
広
が
り
、
子
育
て
世
代
が
転
入
し

子
ど
も
を
産
む
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
の
課
題

人
口
の
増
加
対
策
と
し
て
整
備
し
て
き
た

保
育
園
や
学
校
施
設
を
維
持
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
現
在
は
、
給
食
数
の
増
加
に

よ
り
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
施
設
整
備
費
の
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
南
箕
輪
村
は
移
住
者
の
割
合
が

73
・
3
％
（
令
和
４
年
度
地
域
福
祉
計
画
策

定
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
と
高
く
、
上
手

に
移
住
者
を
受
け
入
れ
て
き
た
訳
で
す
が
、

▲こども館

��24��園
�������らか�������
��学�������������
�������保育園�で��

������保育園
保育園から小・中・高

短・大・大学院まで

南部小学校 南箕輪小学校

長野県上伊那農業高等学校南箕輪中学校

信州大学農学部のユリノキ並木
長野県南信工科短期大学校

信州大学農学部のユリノキ並木
長野県南信工科短期大学校

信州大学農学部のユリノキ並木
長野県南信工科短期大学校
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自
治
会
に
つ
い
て
は
、役
員
の
負
担
が
重
く
、

な
り
手
が
見
つ
か
ら
な
い
、
高
齢
者
の
自
治

会
離
れ
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
住
民
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
自

治
会
の
在
り
方
の
見
直
し
を
始
め
ま
す
。

南
箕
輪
村
は
、
今
住
ん
で
い
る
住
民
が
幸

せ
に
な
る
よ
う
な
施
策
を
行
う
こ
と
が
、
移

住
者
も
長
く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
他
の

市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
よ
う
な
補
助
、
例

え
ば
新
築
住
宅
に
対
す
る
補
助
や
、
移
住
者

へ
の
家
賃
補
助
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

大
芝
高
原

前
述
の
大
芝
高
原
で
は
、
南
箕
輪
村
の
三

大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
、
５

月
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
「
経
ヶ
岳

バ
ー
テ
ィ
カ
ル
リ
ミ
ッ
ト
」、
８
月
の
「
大

芝
高
原
ま
つ
り
」、
10
月
の
「
大
芝
高
原
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
の
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
す
。
一
方
、
全
体
の
６
割
を
占
め

る
ア
カ
マ
ツ
の
松
枯
れ
被
害
が
深
刻
で
、
そ

の
対
策
も
含
め
、
誰
で
も
１
日
中
遊
べ
る
、

自
然
の
美
し
い
憩
い
の
場
所
を
守
っ
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ｖ
Ｃ
長
野
ト
ラ
イ
デ
ン
ツ

南
箕
輪
村
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
Ｖ
１

リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
Ｖ
Ｃ
長
野
ト
ラ
イ
デ
ン

ツ
の
本
拠
地
で
す
。昨
シ
ー
ズ
ン
の
成
績
は
、

10
チ
ー
ム
中
９
位
で
し
た
が
、
全
日
本
に
３

人
も
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
村
と
も
連
携
協
定

を
結
ん
で
お
り
、
保
育
園
や
高
齢
者
の
運
動

教
室
な
ど
、
村
の
事
業
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

ま
っ
く
ん

最
後
に
、
南
箕
輪
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ま
っ
く
ん
」を
紹
介
し
ま
す
。「
ま
っ

く
ん
」は
、村
の
木
で
あ
る
ア
カ
マ
ツ
の
松
ぼ
っ

く
り
の
妖
精
で
す
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
・
グ
ラ
ン

プ
リ　

２
０
１
１
で
は
、
か
の
有
名
な
「
く

ま
モ
ン
」
が
優
勝
し
ま
し
た
が
、
当
村
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ま
っ
く
ん
」
は
、
最
下
位
と
い

う
結
果
で
し
た
。
な
か
な
か
取
る
こ
と
の
で

き
な
い
最
下
位
を

逆
手
に
取
っ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
今
で
は

全
国
か
ら
ご
声
援

を
い
た
だ
く
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

南
箕
輪
村
に
も
、
い
つ
か
は
人
口
が
減
少

す
る
と
き
が
訪
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
い

か
に
住
民
が
幸
せ
で
い
ら
れ
る
か
、
こ
れ
か

ら
知
恵
を
絞
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
現
在
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け

て
準
備
中
で
す
が
、
村
の
あ
る
べ
き
姿
を
求

め
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
計
画
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

南
箕
輪
村
役
場　

地
域
づ
く
り
推
進
課

課
長　

高
橋　

里
江

▲バーティカルリミット

▲大芝高原まつり（おまつりパレード）

▲VC長野トライデンツ

▲大芝高原イルミネーションフェスティバル

▲まっくん
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「
み
ず
ほ
ま
る
」
の
縫
い
ぐ
る
み

本
格
販
売
　
瑞
穂
町
の
公
式
キ
ャ
ラ

瑞
穂
町
は
１
日
、
同
町
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
み
ず
ほ
ま
る
」
の
縫
い
ぐ
る
み
の
本
格
販
売
を

始
め
た
。
３
種
類
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
、
町
役
場

な
ど
の
カ
プ
セ
ル
ト
イ
（
販
売
機
）
で
購
入
で
き

る
。
町
の
担
当
者
は
「
み
ず
ほ
ま
る
の
力
を
借
り

て
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
期
待
を
込
め
る
。（
松
島
京
太
）

長
さ
８
セ
ン
チ
ほ
ど
の
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
で
、

「
基
本
ポ
ー
ズ
」と「
涙
ぐ
ん
で
い
る
ポ
ー
ズ
」、「
寝

そ
べ
り
ポ
ー
ズ
」
の
３
種
類
。
計
２
７
６
０
個
を

販
売
し
て
い
る
。
昨
年
11
月
の
イ
ベ
ン
ト
で
計
２

４
０
個
を
先
行
販
売
し
て
い
た
。

み
ず
ほ
ま
る
は
、
２
０
２
１
年
、
西
多
摩
地
域

の
自
治
体
で
最
も
遅
く
誕
生
し
た
町
の
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
。
地
元
の
特
産
品
「
多
摩
だ
る
ま
」
や
、

狭
山
丘
陵
に
生
息
す
る
「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
丸
い
形
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

「
縫
い
ぐ
る
み
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
町
民
の
声

を
受
け
、
作
成
し
た
。

町
役
場
２
階
の
産
業
経
済
課
窓
口
（
平
日
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
）
と
町
郷
土
資
料
館
け
や
き

館
（
開
館
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
の
カ
プ

セ
ル
ト
イ
で
購
入
で
き
る
。
１
回
５
０
０
円
で
、

５
０
０
円
硬
貨
の
み
使
用
で
き
る
。
今
後
、
町
内

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
カ
プ
セ
ル
ト
イ
を
設
置
す

る
と
い
う
。
問
い
合
わ
せ
は
、
町
産
業
経
済
課
＝

電
０
４
２
（
５
５
７
）
８
０
１
９
＝
へ
。

�

（
東
京
新
聞
・
2024



年
2
月
2
日
）

高
齢
者
と
地
元
園
児
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
　
昭
和
町

昭
和
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
有
賀
恵
蔵

会
長
）
は
、
町
総
合
体
育
館
で
、
地
元
園
児
を
招

い
て「
福
祉
軽
ス
ポ
ー
ツ
親
善
交
流
会
」を
開
い
た
。

１
月
24
日
に
開
き
、
町
内
の
高
齢
者
約
２
０
０

人
と
押
原
こ
ど
も
園
の
年
長
児
26
人
が
参
加
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
規
模
を
縮
小
し

て
開
催
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
規
模
を
戻

し
、
世
代
間
交
流
を
図
ろ
う
と
初
め
て
園
児
を
招

待
し
た
。

会
場
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
対
戦
型
ゲ
ー

ム
の
腕
前
を
競
う
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
や
、
ス
カ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
ッ
ゴ
ー
、
輪
投
げ
、
だ
る
ま
落
と

し
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
参
加
者
が
目
当
て
の

ブ
ー
ス
を
回
っ
て
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
有
賀
会

長
は
「
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も

ら
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

会
場
で
は
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
応
援
の

た
め
の
募
金
も
受
け
付
け
た
。
参
加
者
か
ら
集
め

た
浄
財
２
万
２
３
３
０
円
は
、
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
厚
生

文
化
事
業
団
を
通
し
て
支
援
に
役
立
て
る
。

�

（
山
梨
日
日
新
聞
・
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年
2
月
1
日
）

自
販
機
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」　

ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー
代
な
ど
に
使
え
る
、

和
歌
山
・
上
富
田
町

和
歌
山
県
上
富
田
町
は
17
日
、
同
町
岩
崎
の
ゴ

ル
フ
場
「
南
紀
白
浜
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
自
動
販
売
機
の
運
用
を
始
め
た
。
町

へ
の
寄
付
増
加
の
起
爆
剤
に
し
た
い
と
い
う
。

自
販
機
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
。
町
へ
の
寄
付
額

は
１
万
～
１
０
０
万
円
の
９
種
類
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
住
所
を
入
力
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
決
済
す
る
と
、
寄
付
額
の
３
割
分
の
補
助
券
が

も
ら
え
る
。
後
日
、自
宅
に
寄
付
証
明
書
が
届
く
。

補
助
券
は
当
日
か
ら
、
施
設
内
で
使
え
る
。
プ

レ
ー
代
の
ほ
か
、
地
場
産
品
の
購
入
、
併
設
す
る

ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
、レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
利
用
で
き
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
自
販
機
は
「
グ
ロ
ー
キ
ー

ア
ッ
プ
」（
神
奈
川
県
）
が
開
発
し
、
営
業
委
託

を
受
け
て
い
る
「
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
」（
大
阪
市
）

が
各
自
治
体
で
展
開
し
て
い
る
。

県
内
で
は
高
野
町
に
も
あ
る
が
、
ゴ
ル
フ
場
で

の
設
置
は
県
内
初
。
全
国
で
は
道
の
駅
や
大
型

商
業
施
設
、
空
港
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
に

も
設
置
し
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
場
は
、
地
域
外
の
利

用
が
多
い
▽
高
所
得
者
の
利
用
が
多
い
▽
プ
レ
ー

料
割
引
は
需
要
が
高
い
―
こ
と
か
ら
、
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
は
特
に
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
自
治
体
に
勧
め
て

い
る
。

通
常
、
返
礼
品
に
は
送
料
が
か
か
る
が
、
自
販

機
だ
と
そ
の
場
で
補
助
券
が
も
ら
え
る
の
で
送
料

が
か
か
ら
な
い
。
利
用
者
に
と
っ
て
も
免
許
証
と

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
よ
り
手
続
き
が
早
く
済
む
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

こ
の
日
、
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
社
員
が
町
職
員
や
ゴ

ル
フ
場
ス
タ
ッ
フ
に
、
自
販
機
の
利
用
者
へ
説
明

す
る
場
面
を
想
定
し
て
や
っ
て
み
せ
、
利
用
を
増

や
す
に
は
積
極
的
な
周
知
が
必
要
と
し
て
協
力
を

求
め
た
。

町
振
興
課
の
担
当
者
は
「
自
販
機
は
施
設
の
利

用
者
の
目
に
留
ま
り
や
す
く
、
寄
付
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。
還
元
率
が
い
い
の
で
、
町

外
の
皆
さ
ん
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び

か
け
て
い
る
。

上
富
田
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
２
０
２
２
年
度

寄
付
金
額
は
、
３
億
５
１
８
８
万
３
千
円
。
23
年

度
は
４
億
円
を
超
え
る
見
込
み
。

�
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年
1
月
19
日
）

玖
珠
町
「
認
知
症
者
の
行
方
不
明
を
防
ご
う
」　

特
徴
や
顔
写
真
な
ど
情
報
の

事
前
登
録
呼
び
か
け

【
玖
珠
】
認
知
症
が
原
因
で
行
方
不
明
に
な
る

ケ
ー
ス
を
防
ご
う
と
、
玖
珠
町
は
警
察
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
い
る
。
も
し
も
の
時
に
適
切
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
家
族
ら
に
は
身
体
的
な

特
徴
や
顔
写
真
な
ど
情
報
の
事
前
登
録
を
促
し
て

い
る
。

町
福
祉
保
険
課
に
よ
る
と
、
事
前
登
録
制
度
は

各
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
お
り
、
玖
珠
で
は
２
０

２
１
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
22
年
度
は
10
人
が

申
請
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
16
人
が
登
録

を
済
ま
せ
て
い
る
。
一
時
、
行
方
が
分
か
ら
な
く
な

り
、
無
事
に
発
見
さ
れ
た
後
、
家
族
が
玖
珠
署
員

に
勧
め
ら
れ
て
登
録
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

同
課
は「
行
方
不
明
者
の
捜
索
は
初
動
が
大
切
。

素
早
い
情
報
共
有
で
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
」

と
話
す
。

申
請
書
類
の
情
報
は
原
則
、
町
や
同
署
な
ど
公

的
機
関
の
み
で
共
有
す
る
。「
い
つ
も
見
ら
れ
て

い
る
、
監
視
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
の
か
、
申
請

を
た
め
ら
う
人
も
い
る
」
と
同
課
。
捜
索
な
ど
の

際
に
ど
こ
ま
で
情
報
を
共
有
す
る
か
は
登
録
時
に

選
べ
る
よ
う
に
し
て
お
り
、「
高
齢
者
や
認
知
症

の
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
普
段
の
生
活
・
外

出
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
。
安
心
し
て
、
積
極
的
に
登
録
し
て
も
ら

い
た
い
」。

同
署
は
「
地
域
で
見
慣
れ
な
い
高
齢
者
を
見
か

け
た
り
、
迷
っ
て
い
る
よ
う
な
様
子
が
あ
れ
ば
声

を
か
け
て
み
て
ほ
し
い
。
ま
ず
は
あ
い
さ
つ
だ
け

で
い
い
。お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
警
察
に
相
談
を
」

と
呼
び
か
け
る
。

登
録
や
制
度
に
関
す
る
相
談
、
問
い
合
わ
せ

は
玖
珠
町
福
祉
保
険
課
高
齢
者
支
援
班

（
0973




-

72


-

1115



）。
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年
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月
1
日
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ
　
「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
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『
光
と
水
と
緑
に
輝
く
南
伊
豆
町
』
は
、

静
岡
県
に
あ
る
伊
豆
半
島
の
最
南
端
に
位

置
し
、
天
城
山
脈
か
ら
連
な
る
山
地
を
背

に
し
て
、
南
側
・
西
側
は
太
平
洋
に
面
し

た
風
光
明
媚
な
景
勝
地
で
、
年
間
を
通
じ

て
温
暖
な
地
域
で
あ
り
ま
す
。
町
域
は
１

０
９
・
94
㎢
と
広
大
で
、
下
賀
茂
温
泉
を

は
じ
め
、
太
平
洋
側
に
は
弓
ヶ
浜
・
石
廊

崎
・
波
勝
崎
を
中
心
に
特
異
な
海
岸
美
が

造
成
さ
れ
、
自
然
は
類
い
稀
な
る
観
光
資

源
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
冬
か
ら
春
に
か

け
て
は
早
咲
き
で
ピ
ン
ク
色
の
桜
と
黄
色

い
菜
の
花
が
彩
る
『
み
な
み
の
桜
と
菜
の

花
ま
つ
り
』・
夏
は
海
水
浴
場
や
ダ
イ
ビ
ン

グ
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
秋
は
伊
勢

え
び
を
は
じ
め
と
し
た
海
産
物
な
ど
自
然

を
活
か
し
た
観
光
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

南
伊
豆
町
の
歴
史
は
、
下
賀
茂
日
詰
遺

跡
の
発
掘
調
査
な
ど
か
ら
弥
生
時
代
に
は

形
成
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
平
安

時
代
ま
で
に
及
ぶ
先
人
の
社
会
活
動
の
跡

が
み
ら
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
徳
川
家

康
に
よ
っ
て
幕
府
直
轄
地
に
指
定
さ
れ
、

農
業
と
漁
業
を
中
心
と
し
た
農
村
社
会
を

築
い
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
の

町
村
制
施
行
に
よ
り
６
つ
の
村
が
形
成
さ

れ
、
昭
和
30
年
７
月
に
６
つ
の
村
が
合
併

し
現
在
の
南
伊
豆
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

誕
生
当
初
は
約
１
６
、
０
０
０
人
で
あ
っ

た
人
口
が
現
在
で
は
約
７
、
５
０
０
人
と

半
数
以
下
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
高
齢
化
率
が
48
・
1
％
と
静
岡
県

内
で
５
番
目
に
高
く
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
平
成
29
年
に
南
伊
豆
町
長
に
初

当
選
し
て
以
来
、
現
在
２
期
目
と
な
り
ま

す
。
当
初
か
ら
、「
住
ん
で
い
る
町
民
に

と
っ
て
大
事
な
こ
と
は
何
か
」、「
町
長
は

何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
を
吸
い
上

げ
、
そ
れ
を
実
行
に
移
し
て
い
く
『
町
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
公
約
に

掲
げ
て
い
ま
す
。
町
政
懇
談
会
や
報
告
会

で
は
一
部
の
意
見
し
か
聴
く
こ
と
が
で
き

ず
、
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
場
所
で

は
意
見
を
言
い
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、『
町
長
と
未
来
を
語
ろ
う
』
と
題

し
て
、
よ
り
身
近
で
、
か
つ
、
住
民
の
目

線
に
沿
っ
た
意
見
交
換
を
す
る
た
め
、
２

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
す
る
団
体
の

希
望
に
よ
り
、
直
接
現
地
ま
で
足
を
運
ん

で
声
を
聴
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
来

庁
さ
れ
る
方
と
の
面
会
の
受
入
れ
、
行
事

へ
の
参
加
、
小
中
学
生
の
登
校
時
の
挨
拶

運
動
な
ど
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
そ
れ
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策

の
取
組
の
１
つ
と
し
て
、
空
き
家
を
有
効

活
用
し
て
町
内
へ
の
移
住
・
定
住
を
推
進

す
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
制
度
や

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
補
助
制

度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
風
土

や
生
活
環
境
を
通
し
て
よ
り
魅
力
を
体
験

し
て
も
ら
う
お
試
し
住
宅
制
度
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
南
伊
豆
町
は
、
年
間
を
通
じ

て
温
暖
な
気
候
で
あ
る
こ
と
、
自
然
豊
か

な
環
境
で
子
育
て
を
し
た
い
な
ど
の
理
由

で
都
市
部
を
中
心
に
多
く
の
方
が
移
住
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
町
の
魅
力
を
発
信

し
つ
つ
、
多
く
の
方
が
南
伊
豆
町
へ
お
越

し
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

伊
豆
半
島
は
、
平
成
30
年
４
月
17
日
に

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
か
ら
国
内
９
地
域
目
の
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
伊
豆
地
域

を
構
成
す
る
13
地
域
の
基
礎
自
治
体
が

「
伊
豆
を
一
つ
に
」
を
テ
ー
マ
に
、『
持
続

可
能
な
観
光
の
振
興
』、『
ジ
オ
パ
ー
ク
の

保
全
、
教
育
並
び
に
持
続
可
能
な
発
展
』、

『
地
域
振
興
を
通
じ
た
生
活
者
の
満
足
度

向
上
』
を
掲
げ
た
「
伊
豆
半
島
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
一
般
社
団
法
人

美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
伊
豆
半
島
の
大

地
は
数
々
の
大
型
火
山
や
火
山
群
に
よ
っ

て
造
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
各
地

域
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
が
点
在
し

て
お
り
、
南
伊
豆
町
に
も
石
廊
崎
の
石
室

神
社
、
子
浦
の
三
十
三
観
音
、
入
間
の
千

畳
敷
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
の
魅

力
発
信
や
物
産
展
の
開
催
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
誘
客
も
行
っ
て
い

ま
す
。
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
な
ど
観
光
客

が
来
や
す
い
環
境
が
徐
々
に
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
、

伊
豆
半
島
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

な
ど
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
諸
課

題
が
山
積
す
る
中
で
、
一
人
ひ
と
り
が
輝

き
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
、
い
つ
か
故
郷

に
帰
り
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

べ
く
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
ま
ち
づ
く
り

岡お
か

部べ

　
克か

つ

仁ひ
と

静
岡
県
南み

な
み

伊い

豆ず

町
長
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